
櫛形小学校 

第３学年 道徳科学習指導案 

                                                                      

１ 主題名 本当の友達 ＜B－(１０) 友情、信頼 ＞ 

 

２ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

本主題は学習指導要領の内容項目Ｂ「主として他の人とのかかわりに関すること」の「友達と互

いに理解し、信頼し、助け合うこと。」を受けて設定したものである。これは、第１・２学年の「友

達と仲よくし、助け合うこと。」を受けたもので、第５・６学年の「友達と互いに信頼し、学び合

って友情を深め、異性についても理解しながら、人間関係を築いていくこと。」に発展していくも

のである。 

３年生の発達段階においては、気の合う友達同士で仲間をつくって自分たちの世界を確保し、楽

しもうとする傾向があり、集団での活動がこれまでになく盛んになる。しかし、自分の利害に基づ

く衝突が強くなる傾向も見られる。このような特性から、健康的な仲間集団を積極的に育成してい

くことが大切であり、友達のことを互いによく理解し、信頼し、助け合うことについて指導してい

くことが必要であると考える。 

 

（２）児童の実態について 

事前調査                      （令和４年７月１５日  ２９人） 

①仲の良い友達がいますか。 いる ２９人   いない ０人 

②友達に助けてもらったことはありますか。 ある ２８人 ない ０人 無回答 １人 

③友達が、まちがっていることをしていたら

どうしますか。 

 

そのままにする １人 

（・まちがってないと言われたら嫌だから） 

その場で言う ２４人   

（・ケガをしたら大変だから・困るから  

・またまちがえてしまうから・そのままに

したらあとで嫌な思いをするから） 

あとで言う ４人     

（・勇気が出ないから・様子を見てから言っ

た方がいいから・恥ずかしいから） 

本学級の児童は、気の合う仲間集団をつくり、行動範囲を広げて活発に活動する姿が見られる。

友達との結束が進み、友達を大切にする意識も強くなる。しかし、友達だからと、良いこと・悪い

ことの判断をあいまいにしてしまうこともある。 

事前調査の結果から、親友と呼べる仲の良い友達をもつ児童がほとんどであることがわかる。友

達が間違っていることをしていても、「勇気が出ないから」「恥ずかしいから」という理由で、仲

が良いからこそ注意できないこともあると感じていることも伺えた。そこで、本時では、これまで

築いてきた関係性を大切にしながらも、間違っていることを伝えることも友達として大切な気持

ち・行動だという考えを深めていきたい。 

 

（３）教材について（資料名「なかよしだから」出典 東京書籍） 

本教材は、うっかり算数の宿題を忘れてしまった「ぼく」が、仲良しの実君に答えを教えても

らおうと思いつくところから始まる。前日、実君にカーブの投げ方を教えてあげたから、そのお

返しに教えてくれるだろうと考えるが、実君に「なかよしだから、なお教えられないよ。」と断

られ、「ぼく」がよい友達の意味について考える教材である。実君がなぜ宿題を教えてくれなか

ったのか、「ぼく」と実君のやりとりや、「ぼく」の気持ちの変化について考えていくことを通

して、よい友達とは、相手の気持ちや考えを理解し、認め合い、尊重し合いながら心を通わせる

ものだということに気付かせ、ねらいに迫りたい。 

  



３ 本時の指導 

（１）ねらい 

  友達のことをよく考えて、友達を大切にしようとする態度を育てる。 

（２）準備・資料 

  ・ワークシート・場面の絵・タブレット ・事前アンケートの結果・ホワイトボード 

（３）展開                      ☆言語活動を充実させるための手立て 

主な活動と発問 予想される児童の反応 指導・支援の手立てと評価 

(○…評価） 
１ 問題意識を持ち、学習問題を

つかむ。 

○「よい友達」とは、どんな友

達だと思いますか。 

＜導入＞ 

２ 「なかよしだから」を読んで

話し合う。 

○自分が「実さん」なら教えま

すか。 

○「なかよしだから、なお教えら

れないよ。」という実さんの言

葉について、「ぼく」はどんな

ことを考えたでしょう。 

（個人→グループ→全体） 

 

 

 

 

 

 

◎「ぼく」にとって、実さんはど

んな友達でしょうか。 

（個人→全体） 

＜展開＞ 

 

３ 学習問題について自分なりの

答えを持つ。 

○もっとよい友達になるためにあ

なたはどんなことをしたいです

か。 

 

 

 

４ 学習のまとめをする。 

＜終末＞ 

 

・優しくて親切な友達 

・一緒に遊んでくれる友達 

・けんかをしない友達 

・助けてくれる友達 

 

 

 

（言われたとき） 

・カーブの投げ方を教えてやった

じゃないか。 

・僕が困っているのに実さんは冷

たい。 

・仲良しだから頼んでいるのに、

なぜ？ 

（家へ帰ってしばらくして） 

・僕のことを考えて言っているの

かな 

 

・僕のことを考えてくれている友

達 

・嫌われるかもしれなくても、僕

のためを思って行動する友達。 

・本当の友達  ・親友 

・いつまでも大切にしたい友達 

・友達に頼まれたり誘われたりし

ても、よいことか悪いことかを

よく考えて行動する。 

・友達がいけないことをしようと

していたら「だめだよ。」と注

意する。 

・隠れてこそこそするようなこと

はしない。 

・友達のことをよく考えて行動す

る。 

☆Formsで行った事前調査をグラフで提

示し可視化することで、問題意識を高

められるようにする。 

・日頃から思っていることを引き出して

学習への関心を高め、教材の内容を自

分事として捉えることができるように

する。 

・ポジショニング機能を使って、自分の

考えを表し、考え方の違いが視覚的に

わかるようにする。 

・どちらの意見も肯定的に捉え、それぞ

れに友達を思いやっている良さがある

ことを認め合えるようにする。 

☆個人の意見を付箋紙に書いてからグル

ープで話し合うことで、互いの意見の

共通点や相違点を考えられるようにす

る。 

・各グループの意見をホワイトボードに

まとめることで、学級全体で共有でき

るようにする。 

☆自分自身を振り返りながら、ワークシ

ートに自分の考えをまとめるよう助言

する。 

○これまでの友達関係で、自分はどうし

ていたかを振り返り、もっと良い友達

になるために自分が実践しようと思う

ことを考えることができる。 

（ワークシート・発表） 

・はじめに提示したポジショニングの結

果を再度提示し、学習前の自分自身を

振り返らせることで、価値理解したこ

とをもとにこれからの自分について考

えられるようにする。 

・友達を思って行動することの大切さ、

難しさを自覚できるようにする。 

 

４ 関連・発展 

他教科や日常生活の中で、友達の良いところを見つけたり伝えあったりすることで、友達を理解

する気持ちや互いを大切にする態度を育てる。 

 

【本時の視点】 

 

本時の目標を達成するための、対話指導の工夫・手立て 

・本当の友達は、相手のことを考えて行動することができる人だと考えられるように、「教えら

れない」と言った場面で個人で付箋紙に記入してからグループで話合いを行ったのは有効であっ

たか。 


